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翁面諸氏はもっと勉強せられたし

　Members，　Keep　Hard　and　Active！

随筆

山本一清　Issei｝’αntamoto．

　かねて，いろんな方面から要望があったことが愈々科學知識普及會の斡旋に

よって具盟化して，去る四月から東京に於いて高等天文學の講義をするととと

なり，その最初の第一期を，六月まで績けで，自分はいま“基本天文學”を講

じつNある．今日の時局下でもあり，辣講者が10人も集まれば幽いがと思って

みたのに，蓋を開けて見ると，20人ばかりの申し込み者があり，術，2日臥3日

目ごろにも新しい鶏講者があるといふ有様で，主宰者も，講義する者も，一寸

驚いてみる形である．しかし，之は考へて見ると，理解し得られないごとがら

でもない．“天文學は非訟會的だ”とか，4t一般人には向かない1’とか，“役に立

たない學問だ”とか言ふV・うんな批評は，とっくの昔のことになって了って，

日本語で書いた天文書も，今は非常に増加したし，一般人士の天文に封ずる關

心も，飛躍しつSあることは周知の通りである．既に，今から五六年も前，

“天文書は皆千遍一率だ”などといふ皮肉な批評を受けたことさへある．著作

者の：方で，いつまでも讃者を甘く見て，通俗な天文書ばかり書V・てるる問に，

讃者の方では，チャンと一通りの知識は卒業して了って，もっと進んだ程度の

ものを求めてみるのだ．一口に天文趣味と言っても，その趣味は昔日のものと

比べものにならないほど高V・所へ進展しつNある．耐會の人は年齢の上に於V・

て縄えず新陳代謝してみるため，初等級の天文書の三者は決して減するもので

なV・けれど，同時に，叉，どしどし高尚な知識の要求者が現はれつSあるとい

ふ事實も，考へなければならなV・．

　本禽の會員名簿を見るとi今日の如き戦時下にも，會員数は非常な雪加ぶり

で，今は殆んど配給される用紙の限度を越えんばかりであり，事謹上，會員に

は定員が定められてみるやうな形で，誰かが退愈でもしなければ新倉員は入り
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得ないといふ時機に近づきつNあるが，中にも最近は東京と大阪とに會員歎が

増しつNある．そして，此の都愈人士の中には相子に高級の知識を追求してみ

る人があるのである．それで，昨年末の頃から，アマ与ユプ天文界の指導者養

成とv・ふ目的のためにも，大阪と東京には高等天文學の講座を，本科として設

けなければならない氣運にあることを感じてみた．そして，大阪に最初のもの

が生れるかとも考へられたが，途に東京の方が先づ具獲化した…次第であるが，

しかし，大阪にも近く同様なものが開かれると思ふ．

　東京の講義を開V・て見て，驚V・たことは，二十何人の嘉講者中に，本會員は

少なくて，むしろ其れ以外の“かくれたる”篤志家が多い事實である．勿論，

これには，“天界”や“急報”に報道される以前に，“馬脚知識”誌の報道が有

効に行はれたこと，それに，日や，時刻などの都合により，前後10回にわたっ

て，無休錬講の出町る境遇に恵まれる人が，冠會的に多くないのtcもよるのだ

らう．しかし，それは，本四の會員にも，倉員以外にも同様である．思ふに，

本會員と會員以外たるを問はす，この種の高級の知識を求めてみる人は，東京

だけにでも何百人とあるのだらうと思ふ．只，日と時間の都合の中から，特に

恵まれた人と熱心筆墨な人とが二午藪人選び出されたといふわけなのである．

　しかし，又，他の一面から見ると，殆んど本邦唯一の天文知識普及團艦たる

本會の愈員のほかに，早しき人々が高等天文學を熱望しつNあるのに比べて，

本會員自身は未だ未だ勉彊が足りないといふ傾向があるのではないだらうか♀

就會はあらゆる意味に於いて繕えす進歩してみる．しかるに過去22年聞の生存

を績けて來た本愈の内容に，殊に其の機甲雑誌たる“天界”の内容に，眞に眼

望ましい進歩が見られるか，否かア　讃者諸氏と共に反省して見たいと思ふ．

　勿論，天界にも多少の進歩はある．最近の』“天界”につV・て，編輯に評して

半帖を表せられる手紙が毎月五六通は來てるる．尚，叉，“急報”の購誉者は，

元々　100名の定員とV・ふのが，今は200名を突破して，謄爲印刷の限度を脅しつ

Nある盛況である．しかレながら，自分は調うした数の増加に驚かない．むし

ろ，“天界”でも，“急報”でもの内容と質とに寸心を持たざるを得ない．

　結局，吾々自身がもっと吟唱しなければならない．本會々員たちは，其の周

園を顧みて．“自分は天文を知ってみる”といふ自負と漏足を感じたのは，過

去となり，今や，うっかりしてみるうちに，ほかの人の方が天文ファンとして

もどしどし進んで居るのであって，間もなく彼等に後れを取るといふ感じは無

いだらうか？五年前，十年前に熱心に憎んだ書物の古い知識に満足して，“最

近は一一maも新刊書を護まない”といふのではなからうか？　知識は“進歩”を

i平しむものである．自分は此の意味に於い，満員たちに維えす勉彊を超しまれ

んととをすXめるものである．こんな理由からして自分は今回本誌の附録に二
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ウカムのCompendiumを繹載することにした．勿論これは敢へて新しい書物

といふのではない．しかし，初等天文學を卒へた入は次ぎに此の程度の書物を

基礎として學術の殿堂の奥へ更に一歩進まれんことを望むのである．

　サイモン・ニウカムは，1835年に生れ，1908年に死んだ記者であるが，球面

天文學上の近代の樺威であった．通俗書も澤山書いたが，Compendiumの此

の一一一書は學界の絶讃を博したものであって・J三門家も今回座右に置くべき書物

であるが，三十年來全く維版となって了って，海外に於いても，殆んど手に入

らない．我が國に於いても諸所の學府を通じてホンの藪冊しか保存されてみな

いものである．自分は之を専門家のために回すると同時に，高等學術に接鰐し

たいアマチ＝アたちのためにも，一つの標準書として提供したいのである．天

文月報第34巻第74頁を見ると，故蔵野教授は此の書を水路部のために繹された

由であるが，出版されてるないから，學界には現はれない．自分は自ら之れを

逐字諜にしたのだけれど，どうも英文の直諜では日本語にならないので，本誌

のためには幾らか自由な形に訳した．しかし，鐵式は一つも省略してみないし，

読明文も決して要領を棄ててみなV・から，安心して讃んで頂けると馬、ふ．全部

で200頁ぐらみになる筈であるから完了するには2ケ年ほど力誌る・と思ふが，

此の間に，ゆっくり味はぴ味はぴ臨んで貰へば必ず聾する所は多いと信じる．

網會のプ悶グラム

　既報の如く，旧る六月27日（日曜日）13時より本玉の定期穂會を開く

（但し室襲・警戒警報等あれば中止）．次第は次の通り：

　場所：聯戸市報戸内　憩戸國民藩校講堂

　　　　　東海道線“元町騨’（電車のみ停車）にで下車，山の手の方へ約100米

　記念講演：“天文學と富民性”　面長山本一・清汁

　　　　　“北海道の日蝕”　　理事木邊成麿氏
　研究報皆：“新時代の天文教育について”

　　　　　　　　　　　　　　　　敢育部長　高　城　武　夫氏

　事務報告：　　　　　　　　　　　理　　事　中村　二言，其他

　協議と役翼改選＝　　　　理事畏宮森作造氏
　學蹟表彰：　　　　　　　　　　　観測部長　木　邊　成　麿氏

　親睦と懇談：

　　　二二不要、時局がら記事簡略とし，例年の晩餐會は行はす．

　　　16時頃に終了の見込．

　　　　（1943－5一一2G）　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　　亜　　天　　室と　　協　　禽

天界索引（第22巻＝昭和17年）：近刊號に揚載の豫定．


